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【目的】新型コロナウイルスの集団感染を防ぐために、
厚生労働省は「換気が悪く」、「人が密に集まって過ごす
ような空間」、「不特定多数の人が接触するおそれが高
い場所」については、特に避けるべきであるとしてい
る。この 3 つの要素のうち、換気の良否については可
視化が難しいことから簡便な評価ツールの作製が求め
られていた。これまで換気の良否の指標として室内の
二酸化炭素濃度が利用されてきた。そこで、我々は室内
の二酸化炭素濃度を実際に測定しなくても、換気の良
否を簡易的に見積もることのできる「換気シミュレー
ター」を開発した。前演題ではその概要について報告し
た。本演題では、実測値とシミュレーション結果を比較
し、換気シミュレーターの有用性について検討した。

【方法】種々の室内の容積、人数、活動状態、換気装置
の有無、建物の種類および部屋のタイプにて、実際に二
酸化炭素濃度を測定し、実測値と換気シミュレーター
で得られた予測値を比較した。なお、各種検定について
は正規性を仮定しない手法を利用した。

【結果】spearman の順位相関係数は 0.68 と高く有意で
あり、また実測値と予測値に有意な差を認めなかった。
また、実測値が予測値を超過するケースは 3 分の 1 ほ
どであった。この超過の有無と有意な関連があったの
は、建物の種類および部屋のタイプであった。なお、デ
ータ数が少ないことからクラス分類器は収束しなかっ
た。

【考察】本検討により、1. 実測値と予測値はよく一致し
ており、かつ 2. 一致しない場合であっても基本的には
予測値の方が実測値よりも大きいことが明らかとなっ
た。
建物の種類が教室、住居（マンションおよび戸建て）で
ある場合および部屋のタイプが洋室である場合に、実
測値が予測値を超過するオッズが大きくなっていた。
本シミュレーターで予測値を得るために入力する項目
は、方法に記載の項目以外にも「（換気装置があり、換
気量がわかる場合には）換気量、（換気装置があり、換
気量がわからない場合には）部屋のタイプ」がある。し
たがって、換気装置がないまたは停止中の場合には建

物のタイプから、換気装置があっても換気量が不明な
場合には部屋のタイプから換気量を推定しているた
め、シミュレーターの最も大きな不確実性の一つは換
気量に起因すると考えられる。しかし、築年数の入力等
により、さらに換気量を精緻に推定することは可能で
はあるものの、簡便さとのトレードオフとなる可能性
もある。今後実測値と予測値のデータをさらに集積し、
シミュレーターの改良について検討するにあたって
は、種々の要因を考慮していく必要がある。
これまで、室内における結核の空気感染リスクの指標
として二酸化炭素が利用されてきた。両者の関連をモ
デル化した報告はいくつもあるが、多くのモデルでは
二酸化炭素の累積曝露量に伴い感染リスクが増加する
としている点には注意が必要である。つまり、空気感染
モデルが新型コロナウイルスに当てはまると仮定する
と、室内に滞在している間に意図的に換気をすれば、し
ない場合と比較して感染リスクは減少するものの、室
内と屋外の二酸化炭素濃度が同じになるような換気条
件を除き、室内の滞在時間依存的に感染リスクが増加
することとなる。感染リスクの低減という観点からは、
過分な可能性のある対策を推奨するシミュレーターの
性質は重要であると考えられる。
換気シミュレーターでは室内二酸化炭素濃度が平衡に
達した定常状態を仮定している。実測値との比較によ
り、当初の見込み通りシミュレーターによる予測値が
実測値よりも高リスク側の数値であることが確認でき
た。また、条件によっては実測値と予測値の乖離が極め
て少ないことも確認された。これらのことから、新型コ
ロナウイルス集団感染の予防に限らず、換気シミュレ
ーターは換気の良否見積りの区分を半定量的に推定す
るツールとして極めて有用であることが示唆された。
ただし、一部の条件については、今後の検討が必要にな
る可能性も示唆された。
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